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会⾧兼CEOメッセージ

Caterpillarは、ほぼ一世紀にわたる持続可能なイノベーションにより、生活の質と環境を継続的に向上させる製品と
サービスを提供するというレガシーを築いてきました。その向上は、当社のお客様が社会のインフラニーズに持続可能
な方法で応えるための当社の支援を通して実現されます。世界は低炭素の未来に向かって移行しており、Caterpillarは気
候変動を緩和する取り組みをサポートしています。 当社は、事業活動からの温室効果ガス（GHG）排出量の削減に向け
て大きく前進しており、温室効果ガス排出量を削減し、効率と生産性を向上させ、使用するエネルギーの柔軟性を実現
する製品、サービス、ソリューションの多様なポートフォリオを提供するCaterpillarに、お客様は信頼を置いています。

世界をリードする機械製品・サービスのプロバイダーとして、当社はエネルギー移行によりさまざまな方法で収益性の
高い成⾧の機会が拡大すると考えています。たとえば、当社は加速する採掘コモディティの需要にお客様が対応できる
よう支援しており、当社の製品とサービスは、再生可能エネルギーや多くの従来型エネルギーに対する世界的なエネル
ギー需要の増大に対処するのに役立ちます。 エネルギー移行への勢いが増すことは、Caterpillarにとってのサービス機会
を拡大する一方で、世界規模で多額のインフラ投資を必要とします。

Caterpillar は、ほぼ一世紀にわたりテクノロジーリーダーであり、世界中の多様な顧客ベースのニーズを満たすために
投資を続けています。当社は、自動運転、代替燃料、コネクティビティとデジタル、電動化 (AACE) への投資を増やして
います。当社は、お客様のサステナビリティ（持続可能性）目標達成を支援するため、協力し合ってAACE へのさらなる
投資を継続していきます。 このレポートでは、完全電気駆動で、燃料変更が可能、かつ燃料効率の高い製品を擁する当
社の幅広いポートフォリオをご紹介しています。

当社は引き続き、目標、進捗状況、イノベーションについて透明性を保ち、株主の声に迅速に対応すべく尽力します。
これについては、Caterpillar初の『気候関連財務情報開示タスクフォース (TCFD) レポート』の発行と、当社販売製品排出
量のスコープ 3 使用の開示を通して説明がなされています。

低炭素の未来に向けた当社の取り組みは、公共政策への取り組みにも及び、このエネルギー移行期にお客様をサポート
する施策の策定・推進に向けた思慮深いアプローチを提唱しています。詳細については、年次で発行予定の『2022 年ロ
ビー活動レポート: 関与の目的』を参照ください。

Caterpillar のバリュー・イン・アクション（Values in Action）は、当社の仕事の基盤であり、サステナビリティへの取
り組みの指針となるものです。Caterpillar財団を通じ、当社はこれまで40 か国において、持続可能なインフラプログラム、
人材開発、災害救援活動に関与してきました。 私たちは、レジリエンスの高いコミュニティの構築を支援してきた
Caterpillar財団が70 周年を迎えることを誇らしく感じています。

私たちは、このエネルギー移行と世界的なエネルギー需要の増加がCaterpillarにとって大きな成⾧機会をもたらすと信じ
ています。当社のグローバルチームは、Cat®ディーラーネットワークと協力して、お客様がより良い、より持続可能な
世界を構築するのに役立つ製品、サービス、ソリューションを推進しながら、低炭素の未来の実現に尽力しています。

Cat G3516H ガス発電装置は、100% 水素使用
が可能な構成となっています。

Jim Umpleby
会⾧兼CEO
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サステナビリティ開示のマイルストーン Caterpillarは2023年に、3件の新たな開示を行うことを株主にコミットメントしました。
これらの約束に加え、昨年一年間に集積された株主エンゲージメントに応え、開示を通じ
て透明性をさらに高めるために、新たなロビー活動レポートを提供しました。

気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）
TCFDレポートはTCFDが提言する11の開示推奨項目に沿っており、気候関連のリスクと機
会に対処しエネルギー移行においてお客様をサポートするための自社戦略を当社がどのように管
理するかについて、概要を述べるものです。

スコープ 3 温室効果ガス (GHG) 排出量
このレポートには、カテゴリー 11、販売製品の使用に関するスコープ 3 排出量データの
初めての開示が含まれています。

役員インセンティブプランへのESG項目の組み込み
当社の2023年Proxy Statement（株主総会招集通知）記載のとおり、当社は環境、社会、ガ
バナンス（ESG）項目を、2022年の役員インセンティブプランに組み込みました。

ロビー活動レポート：関与の目的
ロビー活動レポートでは、気候変動に関するロビー活動を含む当社のアドボカシー活動や
政治的エンゲージメント、さらにはこれらの活動の監視と管理についての説明が、より透
明性の高い形で開示されています。



33%
2018 年からスコープ 1 + 2 の温室
効果ガス排出量を削減

17%
2018年からRIF（要記録傷病事案発
生頻度）が改善

14
の従業員リソースグループは、従業員の
成⾧（開発）をサポートするコミュニ
ティであり、帰属意識や経験を構築する

9億ドル
過去 70 年間のCaterpillar財団によ
るおおよその投資額

100%
発売された新製品の100％で、廃棄物の削減、
リビルト/リマンに備えた設計の改善、前世代
からの排出量の削減または効率の向上を実現

1億4000万ポンド
Cat Reman を通じて回収された材料の量

初のバッテリ駆動型
電動

大型鉱山用ダンプトラック793のプロトタイプのデモに成功、
お客様の気候問題関連目標の達成を支援するために設計され
た当社の製品とサービスの革新的なポートフォリオを補完し
ます。

*別途注釈のない限り、データは全て 2022 年のものです。
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2030 年目標と進捗状況

キー：
2030年達成目標に向けた進捗

低調 進行中 順調

事業でのエネルギーと排出量 事業での水使用量 事業での廃棄物

目標: 当社では、2018 年か
ら 2030 年までに事業からの
温室効果ガス排出量の絶対
値を 30% 削減するという、
科学的根拠に基づくスコー
プ 1 および 2 の目標を設定
しています。

目標: 2030 年までに水に関す
るリスクの高い地域にある施
設の 100% で水管理戦略を策
定

目標: 2018 年から 2030 年
までに埋め立て処分量を
50% 削減

33%
温室効果ガス(GHG) 排出量絶対値の削減
（2018 年比）

進捗：
• 当社施設でのエネルギー/温室効果ガ
ス削減の取り組みの実施
• 世界各地の当社拠点における操業効率
の向上
• 直接（スコープ 1）排出量を 基準年
（2018 年）から約 21% 削減

14%
の施設で水戦略策定目標を達成

進捗：
• 水に関するリスクの高い地域にある当
社施設における水管理戦略実施につい
て、2 年目にも進歩を継続
• 影響を受ける当社施設のうち 14% が、
求められる 9 つの管理要素すべてを実
施し、全管理要素の 40% 以上が対象施
設により完了

36%
2018年から埋め立て処分量を削減

進捗：
• 当社施設でリサイクルされる非金属の
割合は、2022 年時点で基準年（2018 
年）から 34% 増加。
•廃棄物の削減、リサイクル、業務効率
の向上に重点を置くことで、当社事業に
おける埋め立て処分量を削減。さらに、
全体的な廃棄物（リサイクルされ埋め立
てられた資材）の処理量も基準年（2018 
年）比で 16% 削減。
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2030 年目標と進捗状況 続き

製品の排出量とエネルギー効率 リマン（再製造） 従業員の健康と安全 お客様の安全

目標: 2030 年までの Caterpillar 新
製品の 100% が、お客様との協
力、廃棄物の削減、リビルド/リ
マンに備えた設計の改善、排出
量の削減または効率の向上を通
じて、前世代よりもサステナブ
ルなものになること

目標: 2030 年までにリマン関連
の売上収益を2018 年比25% 増
加

目標: 当社製品を使う人、また
はその周囲で作業を行う人々の
安全のためリーダーシップを発
揮

目標: 当社は労働災害ゼロを目
指し、2030 年までにRIF（要記
録傷病事案発生頻度）を 2018年
比で50% 削減することで、業界
をリードする安全面での実績の
さらなる向上を目指します。

100%
2022 年に導入された新製品の100%が前
世代よりサステナブルなものとなった

進捗：
• 2022 年の 50 超の新製品はすべて目標
基準に到達
• 4 つのバッテリ駆動型電動機械のプロ
トタイプで排出量を削減：Cat® 301.9 ミ
ニショベル、320中型ショベル、950 GC 
中型ホイール ローダ、および 906 コンパ
クトホイール ローダ
• 2023 年発売予定の Progress Rail 初のハ
イブリッドディーゼル機関車EMD®
GT38H等の製品における燃料効率の向
上
• R 1700 XE バッテリ駆動型電動坑内用
ローダーと移動型機器充電器 MEC500 で
十分なパフォーマンスを実現、排出ガス
を削減

19%
リマン製品の売上収益が2018年比で増加

進捗：
• 1 億 4,000 万ポンドの資材をCat Remanl

を通じリマンのために回収
• Cat Remanl が持続可能性と総所有コス
トに関する取り組みをサポートするため
2022 年に導入したリマン製品は、2021 
年比で28%増加
• リマンは、部品の新規製造と比較して、
プロセスでの GHG 排出量が 65 ～ 87% 少
ない ²
1. データには、Progress Rail、Solar Turbines、
Caterpillar Energy Solutions、Caterpillar Defense 
は含まれない。
2. エンジンとコンポーネントの「ゲートツー
ゲート」リマンおよび製造プロセスを比較した
米国の環境への影響を表す。 Cat エンジン、オ
ルタネーター、ターボチャージャーに関する
2018 年の外部調査に基づく。 当社のバリュー
チェーンの他の場所への影響は含まれない。

17%
2018年比でRIFが改善

進捗：
•日常業務における改善を図り全員を毎
日安全に帰宅させるためのソリューショ
ンの開発に従業員が関与
•新規雇用者へのリスク管理のための安
全トレーニングと指導に重点
•従業員と経営陣双方の利益のために、
ロバストでリアルタイムの安全データを
提供する「Safety Dashboard（安全ダッ
シュボード）」を実装し、安全関連の留
意点を事実やデータと共に通知

進捗：
• 10,500人以上のお客様各社従業員
に安全に関するカウンセリングを
提供
•リーダーの育成と安全文化の向上
において、複数の業界における150
社以上のお客様をサポート
•未来のCat機械製品と発電機セット
用の共通マスターディスコネクト
を開発し、メンテナンスや緊急事
態発生時にマシンをロックする速
度と一貫性を向上






